
MPLSフォワーディングコマンド

CiscoNCS5500シリーズルータに適用可能なすべてのコマンドは、Cisco IOSXRリリース 6.3.2
以降に導入された Cisco NCS 540シリーズルータでもサポートされます。コマンド履歴の表に
記載されている以前のリリースへの参照は、CiscoNCS5500シリーズルータにのみ適用されま
す。

（注）

• Cisco IOS XRリリース 6.6.25以降、Cisco NCS 5500シリーズルータに適用可能なすべての
コマンドは、Cisco NCS 560シリーズルータでもサポートされます。

• Cisco IOS XRリリース 6.3.2以降、Cisco NCS 5500シリーズルータに適用可能なすべての
コマンドは、Cisco NCS 540シリーズルータでもサポートされます。

• Cisco IOS XRリリース 6.3.2より前のリリースへの参照は、Cisco NCS 5500シリーズルー
タにのみ適用されます。

• Cisco IOS XRソフトウェア リリース 7.0.1固有のアップデートは、Cisco NCS 540シリー
ズルータの次のバリエーションには適用されません。

• N540-28Z4C-SYS-A

• N540-28Z4C-SYS-D

• N540X-16Z4G8Q2C-A

• N540X-16Z4G8Q2C-D

• N540-12Z20G-SYS-A

• N540-12Z20G-SYS-D

• N540X-12Z16G-SYS-A

• N540X-12Z16G-SYS-D

（注）
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このモジュールでは、マルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）転送を設定および使用
するためのコマンドについて説明します。

MPLSの概念、設定タスク、および例の詳細については、 MPLS Configuration Guide for Cisco
NCS 5500 Series RoutersMPLS Configuration Guide for Cisco NCS 540 Series RoutersMPLS Configuration
Guide for Cisco NCS 560 Series Routersを参照してください。

• clear mpls forwarding counters（3ページ）
• mpls ip-ttl-propagate（5ページ）
• mpls label range（7ページ）
• mpls label-security（9ページ）
• show mpls ea interfaces（10ページ）
• show mpls forwarding（12ページ）
• show mpls forwarding tunnels（17ページ）
• show mpls forwarding exact-route（19ページ）
• show mpls forwarding label-security interface（23ページ）
• show mpls forwarding label-security summary location（25ページ）
• show mpls forwarding labels（26ページ）
• show mpls forwarding summary（28ページ）
• show mpls interfaces（31ページ）
• show mpls label range（34ページ）
• show mpls label table（35ページ）
• show mpls lsd applications（37ページ）
• show mpls lsd clients（39ページ）
• show mpls lsd forwarding labels（41ページ）
• show mpls lsd forwarding summary（42ページ）
• show mpls traffic-eng fast-reroute database（43ページ）
• show mpls traffic-eng fast-reroute log（48ページ）
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clear mpls forwarding counters
MPLSフォワーディングカウンタをクリア（ゼロに設定）するには、XR EXECモードで clear
mpls forwarding countersコマンドを使用します。

clear mpls forwarding counters

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース6.0

使用上のガイドライン すべてのMPLSフォワーディングカウンタをゼロに設定して、その後の変化を簡単に確認でき
るようにするには、clear mpls forwarding countersコマンドを使用します。

タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みmpls-ldp

読み取り、書き込みmpls-static

例:

これはテストです。

例 次に、すべてのカウンタをクリアする前後の出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls forwarding

LLocal Outgoing Prefix Outgoing Next Hop Bytes
Label Label or ID Interface Switched
------ ----------- ------------------ ------------ --------------- ------------
10001 10002 No ID BE262 12.1.1.62 0
10003 10004 No ID BE264 12.1.1.70 0
10005 10006 No ID BE266 12.1.1.78 0
10007 10008 No ID BE268 12.1.1.86 0
10009 10010 No ID BE270 12.1.1.94 0
10011 10012 No ID BE272 12.1.1.102 0
10013 10014 No ID BE274 12.1.1.110 0
10015 10016 No ID BE276 12.1.1.118 0
10017 10018 No ID BE141 13.1.1.42 0
10022 10023 No ID BE73 17.1.1.10 0
10026 20001 No ID Te0/4/0/0/1 11.1.106.2 0
24000 Pop SR Adj (idx 1) Hu0/7/0/35 11.1.150.2 0
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24001 Pop SR Adj (idx 3) Hu0/7/0/35 11.1.150.2 0
24002 Pop SR Adj (idx 1) BE206 11.1.1.58 0
24003 Pop SR Adj (idx 3) BE206 11.1.1.58 0

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls forwarding

Local Outgoing Prefix Outgoing Next Hop Bytes
Label Label or ID Interface Switched
------ ----------- ------------------ ------------ --------------- ------------
24000 Pop TE: 65000 BE12 12.0.14.2 0
24001 Pop TE: 128 BE12 12.0.14.2 0

Pop TE: 128 tt65001 12.0.14.2 0 (!)
24002 Pop TE: 3174 BE12 12.0.14.2 0

Pop TE: 3174 tt65001 12.0.14.2 0 (!)
24003 Pop TE: 1443 BE12 12.0.14.2 0

Pop TE: 1443 tt65001 12.0.14.2 0 (!)
24005 Pop TE: 3009 BE12 12.0.14.2 0

Pop TE: 3009 tt65001 12.0.14.2 0 (!)
24006 Pop TE: 10 BE12 12.0.14.2 0

Pop TE: 10 tt65001 12.0.14.2 0 (!)
24007 Pop TE: 63 BE12 12.0.14.2 0

Pop TE: 63 tt65001 12.0.14.2 0 (!)
24010 Pop TE: 4848 BE12 12.0.14.2 0

Pop TE: 4848 tt65001 12.0.14.2 0 (!)
24012 Pop TE: 1455 BE12 12.0.14.2 0

Pop TE: 1455 tt65001 12.0.14.2 0 (!)
24013 Pop TE: 2932 BE12 12.0.14.2 0

Pop TE: 2932 tt65001 12.0.14.2 0 (!)
24014 Pop TE: 2967 BE12 12.0.14.2 0

Pop TE: 2967 tt65001 12.0.14.2 0 (!)

RP/0/RP0/cpu 0: router# clear mpls forwarding counters
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mpls ip-ttl-propagate
MPLSヘッダーとの間の IP Time-To-Live（TTL）フィールドの伝播を制御する動作を設定する
には、XRコンフィギュレーションモードで mpls ip-ttl-propagateコマンドを使用します。デ
フォルトの動作に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

mpls ip-ttl-propagate disable [{forwarded | local}]
no mpls ip-ttl-propagate

構文の説明 転送されるパケットとローカルパケットの両方について、MPLSヘッダーとの間
の IP TTLの伝播をディセーブルにします。

disable

（任意）転送されるパケットに限り、MPLSヘッダーとの間の IPTTLの伝播をディ
セーブルにします。これにより、 traceroute コマンドでMPLS対応ノードが構成
下のデバイスを越えて表示されることを防止します。

forwarded

（任意）ローカル生成パケットに限り、MPLSヘッダーへの IP TTLの伝播をディ
セーブルにします。これにより、tracerouteコマンドでMPLS対応ノードが構成下
のデバイスを越えて表示されることを防止します。

local

コマンドデフォルト イネーブル

コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース6.0

使用上のガイドライン デフォルトでは、IPパケットがMPLSドメインに入るときに IP TTLがMPLSヘッダーに伝播
されます。MPLSドメイン内では、各MPLSホップでMPLS TTLが減少します。MPLSカプセ
ル化された IPパケットがMPLSドメインの外に出ると、MPLS TTLは IPヘッダーに伝播され
ます。伝播がディセーブルになると、ラベルインポジションフェーズ中にMPLS TTLが 255
に設定され、IP TTLは変更されません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

読み取り、書き込みmpls-ldp

例 次に、IP TTL伝播をディセーブルにする例を示します。
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RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls ip-ttl-propagate disable

次に、転送されるMPLSパケットの IP TTL伝播をディセーブルにする例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls ip-ttl-propagate disable forwarded

次に、ローカルで生成されたMPLSパケットの IP TTL伝播をディセーブルにする例を
示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls ip-ttl-propagate disable local
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mpls label range
パケットインターフェイスで使用するために利用可能なローカルラベルのダイナミックレンジ

を設定するには、XRコンフィギュレーションモードで mpls label rangeコマンドを使用しま
す。デフォルトの動作に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

mpls label range table table-id minimum maximum
no mpls label range table table-id minimum maximum

構文の説明 特定のラベルテーブルを識別します。グローバルラベルテーブルでは table-id
が 0になっています。テーブルを指定しないと、グローバルテーブルと見なさ
れます。現在指定できるのはテーブル 0だけです。

table
table-id

ラベルスペースで許可される最小のラベルです。デフォルトは 16000です。minimum

ラベルスペースで許可される最大のラベルです。デフォルトは 1048575です。maximum

コマンドデフォルト table-id: 0

minimum: 16000

maximum: 1048575

コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース6.0

使用上のガイドライン mpls label rangeコマンドを設定した後、ルータを再起動して設定を適用します。

mpls label rangeコマンドで定義されたラベル範囲は、（ダイナミックラベルスイッチング
Label Distribution Protocol（LDP）、MPLSトラフィックエンジニアリングなどに）ローカルラ
ベルを割り当てるすべてのMPLSアプリケーションによって使用されます。

ラベル 0～ 15は Internet Engineering Task Force（IETF）によって予約されており（詳細につい
ては RFC 3032 referenceを参照）、mpls label rangeコマンドを使用して範囲に含めることはで
きません。

最大許容ラベルの上限は、拡張イーサネットラインカード使用時で 1000000です。

•現在の範囲外にあり、MPLSアプリケーションによって割り当てられるラベルは、解放さ
れるまで使用中のままになります。

•使用可能な最大ラベルは 144Kです。

（注）

MPLSフォワーディングコマンド
7

MPLSフォワーディングコマンド
mpls label range



タスク ID 動作タスク
ID

読み取り、書き込みmpls-te

読み取り、書き込みmpls-ldp

例 次に、最小 16200、最大 120000を使用して、ローカルラベル領域のサイズを設定する
例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# mpls label range 16200 120000
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mpls label-security
インターフェイスのMPLSラベルセキュリティを設定するには、インターフェイスコンフィ
ギュレーションモードで mpls label-securityコマンドを使用します。

mpls label-security multi-label-packet [drop] rpf

構文の説明 スタックで複数のラベルを持つ着信パケットを処理します。multi-label-packet

スタックで複数のラベルを持つ着信パケットをドロップします。drop

着信パケットの RPFラベルをチェックします。rpf

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース6.0

使用上のガイドライン 説明する任意のキーワードと引数によってMPLSラベルセキュリティ情報が表示されます。

タスク ID 動作タスク ID

読み取

り

mpls-te

読み取

り

mpls-ldp

読み取

り

mpls-static

例 次に、MPLSラベルの RPFチェックを設定する例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)#interface tunnel-te 1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-if)#mpls label-security rpf
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show mpls ea interfaces
インターフェイスラベルのセキュリティ情報を表示するには、XR EXECモードで show mpls
ea interfacesコマンドを使用します。

show mpls ea interface [location node-id ]

構文の説明 MPLSがイネーブルになっているインターフェイスを
表示します。

location node-id

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース6.0

使用上のガイドライン 説明するキーワードと引数によってインターフェイスラベルのセキュリティ情報を表示できま

す。

タスク ID 動作タスク ID

読み取

り

mpls-te

読み取

り

mpls-ldp

読み取

り

mpls-static

例 次に、show mpls ea interfacesコマンドと特定のインターフェイスおよび場所による出
力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls ea interfaces location 0/1/CPU0
Interface IFH MTU Flags Type
-------------- ---------- ----- ---------- ----------
Interface IFH MTU
-------------- ---------- -----
Te0/0/0/1 0x08000040 1500
Te0/0/0/1.2 0x08001d90 1500
Te0/0/0/1.3 0x08001d98 1500
Te0/0/0/1.4 0x08001da0 1500
Te0/0/0/1.5 0x08001da8 1500
Te0/0/0/1.6 0x08001db0 1500
Te0/0/0/1.7 0x08001db8 1500
Te0/0/0/1.8 0x08001dc0 1500
Te0/0/0/1.9 0x08001dc8 1500
Te0/0/0/1.10 0x08001dd0 1500
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Te0/0/0/1.11 0x08001dd8 1500
Te0/0/0/1.12 0x08001de0 1500
Te0/0/0/1.13 0x08001de8 1500
Te0/0/0/1.14 0x08001df0 1500
Te0/0/0/1.15 0x08001df8 1500
Te0/0/0/1.16 0x08001e00 1500

MPLSフォワーディングコマンド
11

MPLSフォワーディングコマンド
show mpls ea interfaces



show mpls forwarding
MPLSラベル転送情報ベース（LFIB）の内容を表示するには、XR EXECモードで show mpls
forwardingコマンドを使用します。

show mpls forwarding [detail] [hardware{ingress | egress}] [interface type interface-path-id]
[location node-id ] [labels low-value [high-value] ] [prefix{network/mask | ipv4 unicast
network/mask} ] [private] [summary] [tunnels tunnel-id] [vrf vrf-name ]

構文の説明 （任意）情報をロングフォーマットで表示します（カプセル化の長

さ、メディアアクセスコントロール（MAC）の長さ、最大伝送単
位（MTU）、スイッチングされたパケット、およびラベルスタック
を含みます）。

detail

（任意）ハードウェアの場所エントリを表示します。hardware

（任意）入力 PSEから情報を読み取ります。ingress

（任意）出力 PSEから情報を読み取ります。egress

（任意）指定されたインターフェイスの情報を表示します。interface

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンライ
ンヘルプ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されている可能性があるすべてのイン

ターフェイスのリストを表示するには、show interfacesコ
マンドを使用します。

（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンライン
ヘルプを参照してください。

interface-path-id

（任意）エントリにローカルラベル範囲を付加します。low-valueの
範囲と、high-valueの範囲は両方とも 0 1048575です。

labels low-value
[high-value]

（任意）指定したノードのハードウェアリソースカウンタを表示し

ます。

location node-id

（任意）宛先アドレスおよび mask/prefixの長さを表示します。

networkと mask の間にスラッシュ（/）が必要です。（注）

prefix network/mask
/length

（任意）IPv4ユニキャストアドレスを表示します。ipv4 unicast

（任意）プライベート情報を表示します。private

（任意）概要情報を表示します。summary
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（任意）指定したラベルスイッチパス（LSP）トンネルに指定した
エントリ、またはすべての LSPトンネルエントリを表示します。

tunnels tunnel-id

（任意）VPNルーティング/転送（VRF）のエントリを表示します。vrf vrf-name

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン 説明する省略可能なキーワードおよび引数を使用すると、MPLS転送テーブル全体のサブセッ
トを指定できます。

このルータは、vrfラベルのラベルアカウンティングをサポートしていません。代わりに、IGP
および LDPラベルのアカウンティングをサポートします。その結果、show mpls forwarding
vrfコマンドのバイトスイッチドカウンタは 0です。

（注）

show mpls forwarding detailコマンドを locationキーワードを使用して（たとえば、アドレス
0/1/cpu0）実行すると、このノードで使用可能な転送情報が表示されます。このノードが、表
示されるインターフェイスをホストする場合、FIBは設定されたMTUを表示します。それ以
外の場合は、デフォルト値の 1500を表示します。これは、Cisco IOS XRソフトウェアでは、
インターフェイス情報はインターフェイスをホストするノードでだけ利用できるためです。バ

ンドルインターフェイスでは、バンドルメンバのリンクを持つラインカードで情報が使用で

きることに注意してください。位置が指定されていない場合、FIBは、インターフェイスが作
成されたノードからのデータを表示します。物理インターフェイスの場合、locationキーワー
ド値は実際のアドレスと一致します。したがって、FIBは正しい情報を表示します。これはバ
ンドルの場合は異なります。バンドルはRP上で作成されますが、LCにあるため、デフォルト
値が表示されます。これは、隣接などのインターフェイスごとのデータにも適用されます。

（注）

node-id引数は、rack/slot/moduleの形式で入力します。

タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みmpls-te

読み取り、書き込みmpls-ldp

読み取り、書き込みmpls-static
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例 次に、locationキーワードと特定の IDノードを使用した show mpls forwardingコマン
ドによる出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls forwarding location 0/6/CPU0
Local Outgoing Prefix Outgoing Next Hop Bytes
Label Label or ID Interface Switched
------ ----------- ------------------ ------------ --------------- ------------
24000 Pop TE: 65000 BE12 12.0.14.2 0
24001 Pop TE: 128 BE12 12.0.14.2 0

Pop TE: 128 tt65001 12.0.14.2 0 (!)
24002 Pop TE: 3174 BE12 12.0.14.2 0

Pop TE: 3174 tt65001 12.0.14.2 0 (!)
24003 Pop TE: 1443 BE12 12.0.14.2 0

Pop TE: 1443 tt65001 12.0.14.2 0 (!)
24005 Pop TE: 3009 BE12 12.0.14.2 0

Pop TE: 3009 tt65001 12.0.14.2 0 (!)
24006 Pop TE: 10 BE12 12.0.14.2 0

Pop TE: 10 tt65001 12.0.14.2 0 (!)
24007 Pop TE: 63 BE12 12.0.14.2 0

Pop TE: 63 tt65001 12.0.14.2 0 (!)
24010 Pop TE: 4848 BE12 12.0.14.2 0

Pop TE: 4848 tt65001 12.0.14.2 0 (!)
24012 Pop TE: 1455 BE12 12.0.14.2 0

Pop TE: 1455 tt65001 12.0.14.2 0 (!)
24013 Pop TE: 2932 BE12 12.0.14.2 0

Pop TE: 2932 tt65001 12.0.14.2 0 (!)
24014 Pop TE: 2967 BE12 12.0.14.2 0

Pop TE: 2967 tt65001 12.0.14.2 0 (!)

次の出力例は、LSPトンネルの詳細情報を示しています。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls forwarding prefix 32.0.143.0/24 detail

Local Outgoing Prefix Outgoing Next Hop Bytes
Label Label or ID Interface Switched
------ ----------- ------------------ ------------ --------------- ------------
25156 24715 32.0.143.0/24 BE1 11.1.1.1 0

Updated: Feb 1 11:30:20.150
Version: 84285, Priority: 3
Label Stack (Top -> Bottom): { 24715 }
NHID: 0x0, Encap-ID: 0xe3a, Path idx: 0, Backup path idx: 0, Weight: 0
MAC/Encaps: 14/18, MTU: 1500
Packets Switched: 0

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 1 : show mpls forwardingのフィールドの説明

説明フィールド

このルータによって割り当てられたラベル。Local Label
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説明フィールド

ネクストホップまたはダウンストリームピアによって割り当てられた

ラベル。このカラムに表示されるエントリには次のようなものがありま

す。

Unlabeled

ネクストホップからの宛先にラベルがないか、発信インターフェイ

スでラベルスイッチングがイネーブルになっていません。

Pop Label

ネクストホップが宛先に対して implicit-nullラベルをアドバタイズ
しました。

Outgoing Label

このラベルが付いたパケットの宛先となるアドレスまたはトンネル。Prefix or Tunnel ID

このラベルが付いたパケットの送信に使用されるインターフェイス。Outgoing Interface

出ラベルを割り当てたネイバーの IPアドレス。Next Hop

この入ラベルでスイッチされたバイト数。Bytes Switched

Timeout：転送時にエントリがタイムアウトになっている場合に「*」で
示されます。

TO

レイヤ 2ヘッダーのバイト長、およびパケットカプセル化のバイト長
（レイヤ 2ヘッダーおよびラベルヘッダーを含む）。

Mac/Encaps

ラベル付きパケットのMTU1MTU

転送済みパケットのすべての出ラベル。Label Stack

入ラベルでスイッチされたパケット数。Packets Switched

ラベルスイッチング LFIB転送エントリの数。2Label switching

IPv4ラベルインポジション転送エントリ（入力 LSRでインストール済
み）の数。

IPv4 label imposition

MPLS TEトンネルヘッド上の転送エントリ（入力 LSRでインストール
済み）の数。

MPLSTE tunnel head

MPLS-TE高速再ルーティングの転送エントリ（PLRでインストール済
み）の数。

MPLSTE fast-reroute

BCDLメカニズムを使用した LSD（RP/DRP）から LFIB/MPLS
（RP/DRP/LC）への転送更新。更新の合計数およびBCDLメッセージの
合計数を示しています。

Forwarding updates

MPLSフォワーディングコマンド
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説明フィールド

使用中のローカルラベル（LFIBでインストール済み）。通常は（アプ
リケーションによって割り当てられた）使用中の最低および最高のラベ

ルが示されます。さらに、explicit-nullv4や explicit-nullv6のような予約
済みのラベルがフォワーディングプレーンにインストールされます。ラ

ベル範囲は 0～ 15です。

Labels in use

1 MTU =最大伝送ユニット
2 LFIB =ラベル転送情報ベース

MPLSフォワーディングコマンド
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show mpls forwarding tunnels
MPLS転送トンネルの内容を表示するには、XR EXECモードで show mpls forwarding tunnel
コマンドを使用します。

show mpls forwarding tunnels [detail][tunnels tunnel-id] [vrf vrf-name ]

構文の説明 （任意）情報をロングフォーマットで表示します（カプセル化の長さ、メ

ディアアクセスコントロール（MAC）の長さ、最大伝送単位（MTU）、
スイッチングされたパケット、およびラベルスタックを含みます）。

detail

（任意）指定したラベルスイッチパス（LSP）トンネルに指定したエント
リ、またはすべての LSPトンネルエントリを表示します。

tunnels tunnel-id

（任意）VPNルーティング/転送（VRF）のエントリを表示します。vrf vrf-name

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン 説明する省略可能なキーワードおよび引数を使用すると、MPLS転送テーブル全体のサブセッ
トを指定できます。このルータは、vrfラベルのラベルアカウンティングをサポートしていま
せん。代わりに、IGPおよび LDPラベルのアカウンティングをサポートします。その結果、
show mpls forwarding vrfコマンドのバイトスイッチドカウンタは 0です。

locationキーワードを使用して show mpls forwarding tunnels detailコマンドを実行する場合、（注）

node-id引数は、rack/slot/moduleの形式で入力します。

タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みmpls-te

読み取り、書き込みmpls-ldp

読み取り、書き込みmpls-static

例 次に、locationキーワードと特定の IDノードを使用した show mpls forwarding tunnels
コマンドによる出力例を示します。
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show mpls forwarding tunnels

RP/0/RSP0/CPU0:PE1#sh mpls forwarding tunnels 1999 detail
Thu Jul 23 22:56:09.726 PDT
Tunnel Outgoing Outgoing Next Hop Bytes
Name Label Interface Switched
------------- ----------- ------------ --------------- ------------
tt1999 50045 BE10 point2point 0

Updated: Jul 23 20:04:57.416
Version: 82681, Priority: 2
Label Stack (Top -> Bottom): { 50045 }
Local Label: 27972
NHID: 0x0, Path idx: 0, Backup path idx: 0, Weight: 0
MAC/Encaps: 14/18, MTU: 1500
Packets Switched: 0

Interface Handle: 0x0801f4a0, Local Label: 27972
Forwarding Class: 0, Weight: 0
Packets/Bytes Switched: 7045837/7116295370

RP/0/RSP0/CPU0:PE1#sh mpls forwarding tunnels 1999 detail location 0/0/CPU0
Thu Jul 23 22:56:14.526 PDT
Tunnel Outgoing Outgoing Next Hop Bytes
Name Label Interface Switched
------------- ----------- ------------ --------------- ------------
tt1999 50045 BE10 point2point 0

Updated: Jul 23 20:04:57.640
Version: 82681, Priority: 2
Label Stack (Top -> Bottom): { 50045 }
Local Label: 27972
NHID: 0x0, Path idx: 0, Backup path idx: 0, Weight: 0
MAC/Encaps: 14/18, MTU: 1500
Packets Switched: 0

Interface Handle: 0x0801f4a0, Local Label: 27972
Forwarding Class: 0, Weight: 0
Packets/Bytes Switched: 7045837/7116295370

RP/0/RSP0/CPU0:PE1#sh mpls forwarding tunnels 1999
Thu Jul 23 22:56:19.717 PDT
Tunnel Outgoing Outgoing Next Hop Bytes
Name Label Interface Switched
------------- ----------- ------------ --------------- ------------
tt1999 50045 BE10 point2point 0

MPLSフォワーディングコマンド
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show mpls forwarding exact-route
送信元と宛先のアドレスペアの正確なパスを表示するには、XR EXECモードで show mpls
forwarding exact-routeコマンドを使用します。

show mpls forwarding exact-route label label-number {bottom-label value | ipv4 source-address
destination-address | ipv6source-addressdestination-address} [detail] [protocol protocol source-port
source-port destination-port destination-port ingress-interface type interface-path-id] [location
node-id ] [policy-class value] [hardware {ingress | egress}]

構文の説明 ラベル番号を表示します。範囲は 0～ 1048575です。label label-number

下部ラベルの値を表示します。範囲は 0～ 1048575です。bottom-label value

IPv4ペイロードの正確なパスを表示します。x.x.x.xフォーマッ
トの IPv4送信元アドレス。x.x.x.xフォーマットの IPv4宛先アド
レス。

ipv4 source-address
destination-address

IPv6ペイロードの正確なパスを表示します。x:x::xフォーマット
の IPv6送信元アドレス。x:x::xフォーマットの IPv6宛先アドレ
ス。

ipv6 source-address
destination-address

（任意）詳細情報を表示します。detail

（任意）指定したルートのプロトコルを表示します。protocol protocol

UDP送信元ポートを設定します。範囲は 0～ 65535です。source-port source-port

UDP宛先ポートを設定します。範囲は 0～ 65535です。destination-port
destination-port

入力インターフェイスを設定します。ingress-interface

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラ
インヘルプ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されている可能性があるすべてのイ

ンターフェイスのリストを表示するには、show
interfacesコマンドを使用します。

（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラ
インヘルプを参照してください。

interface-path-id

（任意）指定したノードのハードウェアリソースカウンタを表

示します。

location node-id
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（任意）トラフィックを特定のTEトンネルに転送するようにポ
リシーベースのトンネル選択（PBTS）を表示します。policy-class
属性はこのポリシーに正しいトラフィッククラスをマップしま

す。policy-classの値の範囲は 1～ 7です。

policy-class value

（任意）ハードウェアの場所エントリを表示します。hardware

（任意）入力 PSEから情報を読み取ります。ingress

（任意）出力 PSEから情報を読み取ります。egress

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース6.0

使用上のガイドライン show mpls forwarding exact-routeコマンドは長い形式で情報を表示し、次の情報が含まれてい
ます。

•カプセル化の長さ
•メディアアクセスコントロール（MAC）ストリングの長さ
•最大伝送ユニット（MTU）
•パケットスイッチング情報
•ラベルスタック情報

• GRE MPLSパケットに対して show mpls forwarding exact-routeコマンドを使用すると、間
違った出力場所が表示されます。

• GRE MPLSパケットに対して show mpls forwarding exact-routeコマンドを使用すると、間
違った出力場所が表示されます。

（注）

タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みmpls-te

読み取り、書き込みmpls-ldp

読み取り、書き込みmpls-static

例 次に、show mpls forwarding exact-routeコマンドの出力例を示します。
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RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls forwarding exact-route label 24075 ipv4 11.255.255.1
12.0.14.1 protocol tcp sou$

Local Outgoing Prefix Outgoing Next Hop Bytes
Label Label or ID Interface Switched
------ ----------- ------------------ ------------ --------------- ------------
24075 Pop TE: 4131 BE12 12.0.14.2 N/A

Via: BE12, Next Hop: 12.0.14.2
Label Stack (Top -> Bottom): { Imp-Null }
NHID: 0x0, Encap-ID: 0xab8, Path idx: 0, Backup path idx: 0, Weight: 0
MAC/Encaps: 14/14, MTU: 1500

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 2 : show mpls forwarding exact-routeフィールドの説明

説明フィールド

このルータによって割り当てられたラベル。Local Label

ネクストホップまたはダウンストリームピアによって割り当てられた

ラベル。このカラムに表示されるエントリには次のようなものがありま

す。

Unlabeled

ネクストホップからの宛先にラベルがないか、発信インターフェイ

スでラベルスイッチングがイネーブルになっていません。

Pop Label

ネクストホップが宛先に対して implicit-nullラベルをアドバタイズ
しました。

Outgoing Label

このラベルが付いたパケットの宛先となるアドレスまたはトンネル。Prefix or Tunnel ID

このラベルが付いたパケットの送信に使用されるインターフェイス。Outgoing Interface

出ラベルを割り当てたネイバーの IPアドレス。Next Hop

この入ラベルでスイッチされたバイト数。Bytes Switched

Timeout：転送時にエントリがタイムアウトになっている場合に「*」で
示されます。

TO

レイヤ 2ヘッダーのバイト長、およびパケットカプセル化のバイト長
（レイヤ 2ヘッダーおよびラベルヘッダーを含む）。

MAC/Encaps

ラベル付きパケットのMTU3MTU

転送済みパケットのすべての出ラベル。Label Stack

入ラベルでスイッチされたパケット数。Packets Switched
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説明フィールド

ラベルスイッチング LFIB転送エントリの数。4Label switching

IPv4ラベルインポジション転送エントリ（入力 LSRでインストール済
み）の数。

IPv4 label imposition

MPLS TEトンネルヘッド上の転送エントリ（入力 LSRでインストール
済み）の数。

MPLSTE tunnel head

MPLS-TE高速再ルーティングの転送エントリ（PLRでインストール済
み）の数。

MPLSTE fast-reroute

BCDLメカニズムを使用した LSD（RP/DRP）から LFIB/MPLS
（RP/DRP/LC）への転送更新。更新の合計数およびBCDLメッセージの
合計数を示しています。

Forwarding updates

使用中のローカルラベル（LFIBでインストール済み）。通常は（アプ
リケーションによって割り当てられた）使用中の最低および最高のラベ

ルが示されます。さらに、explicit-nullv4や explicit-nullv6のような予約
済みのラベルがフォワーディングプレーンにインストールされます。ラ

ベル範囲は 0～ 15です。

Labels in use

3 MTU =最大伝送ユニット
4 LFIB =ラベル転送情報ベース
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show mpls forwarding label-security interface
MPLSラベルインターフェイスのセキュリティ情報の内容を表示するには、XR EXECモード
で show mpls forwarding label-security interface コマンドを使用します。

show mpls forwarding label-security[interface type interface-path-id] [location node-id ]

構文の説明 （任意）指定されたインターフェイスの情報を表示し

ます。

interface

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符

（?）オンラインヘルプ機能を使用します。
type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されている可能性があるす

べてのインターフェイスのリストを表示する

には、show interfacesコマンドを使用しま
す。

（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用し
てオンラインヘルプを参照してください。

interface-path-id

（任意）指定したノードのハードウェアリソースカ

ウンタを表示します。

location node-id

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース6.0

使用上のガイドライン 説明する任意のキーワードと引数によってMPLSラベルセキュリティ情報が表示されます。

タスク ID 動作タスク ID

読み取

り

mpls-te

読み取

り

mpls-ldp

読み取

り

mpls-static
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例 次に、show mpls forwarding label-security interfaceコマンドと特定のインターフェイ
スおよび場所による出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls forwarding label-security interface HundredGigE location
0/1/CPU0
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show mpls forwarding label-security summary location
MPLSラベルセキュリティ情報の要約を表示するには、XREXECモードで showmpls forwarding
label-security summary locationコマンドを使用します。

show mpls forwarding label-security summary location node-id

構文の説明 指定されたノードのラベルセキュリティ情報を

表示します。

location node-id

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース6.0

使用上のガイドライン 説明する任意のキーワードと引数によってMPLSラベルセキュリティ情報が表示されます。

タスク ID 動作タスク ID

読み取

り

mpls-te

読み取

り

mpls-ldp

読み取

り

mpls-static

例 次に、show mpls forwarding label-security summary locationコマンドと特定の場所に
よる出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls forwarding label-security summary location 0/1/CPU0
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show mpls forwarding labels
MPLSラベル情報の内容を表示するには、XR EXECモードで show mpls forwarding labels コ
マンドを使用します。

show mpls forwarding [labels low-value high-value ][detail] [rpf]

構文の説明 （任意）エントリにローカル

ラベル範囲を付加します。

low-value範囲は 0で、
high-valueの範囲は 0 1048575
です。

labels low-value high-value

detail

（任意）ラベルの RPF情報を
表示します。

これは将来の

Cisco IOS XRソフト
ウェアのリリースで

サポートされる予定

です。

（注）

rpf

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース6.0

使用上のガイドライン 説明する任意のキーワードと引数で、MPLSラベルのセキュリティおよびRPF情報を表示でき
ます。

タスク ID 動作タスク ID

読み取

り

mpls-te

読み取

り

mpls-ldp

読み取

り

mpls-static
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例 次に、show mpls forwarding labelsコマンドで rpfを指定した場合の出力例を示しま
す。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls forwarding labels rpf
Forwarding entries:

Label switching: 0, protected: 0
MPLS TE tunnel head: 0, protected: 0
MPLS TE midpoint: 0, protected: 0
MPLS TE internal: 0, protected: 0
MPLS P2MP TE tunnel head: 0
MPLS P2MP TE tunnel midpoint/tail: 0
MPLS P2MP MLDP tunnel head: 0
MPLS P2MP MLDP tunnel midpoint/tail: 0

Forwarding updates:
messages: 2

p2p updates: 4
Labels in use:

Reserved: 4
Lowest: 0
Highest: 13
Deleted stale label entries: 0

Pkts dropped: 0
Pkts fragmented: 0
Failed lookups: 0
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show mpls forwarding summary
MPLSラベルテーブルの要約を表示するには、XREXECモードで showmpls forwardingsummary
コマンドを使用します。

show mpls forwarding summary [debug] [location node-id ] no-counters private

構文の説明 （任意）内部デバッグ情報をコマンド出力に表示します。debug

（任意）MPLSがイネーブルになっているインターフェイスを表示します。location node-id

（任意）カウンタの表示をスキップします。no-counters

（任意）プライベート情報を表示します。private

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン 説明する任意のキーワードと引数によってMPLSラベルセキュリティ情報が表示されます。

タスク ID 動作タスク ID

読み取

り

mpls-te

読み取

り

mpls-ldp

読み取

り

mpls-static

例 次に、show mpls forwarding summaryコマンドで debugキーワードを指定した場合の
出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls forwarding summary debug
Forwarding entries:

Label switching: 0, protected: 0
MPLS TE tunnel head: 0, protected: 0
MPLS TE midpoint: 0, protected: 0
MPLS TE internal: 0, protected: 0
MPLS P2MP TE tunnel head: 0
MPLS P2MP TE tunnel midpoint/tail: 0
MPLS P2MP MLDP tunnel head: 0
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MPLS P2MP MLDP tunnel midpoint/tail: 0
Forwarding updates:

messages: 2
p2p updates: 4

Labels in use:
Reserved: 4
Lowest: 0
Highest: 13
Deleted stale label entries: 0

Pkts dropped: 0
Pkts fragmented: 0
Failed lookups: 0

次に、locationキーワードと特定の場所を使用した show mpls forwarding summaryコ
マンドによる出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls forwarding summary location 0/1/CPU0
Forwarding entries:

Label switching: 0, protected: 0
MPLS TE tunnel head: 0, protected: 0
MPLS TE midpoint: 0, protected: 0
MPLS TE internal: 0, protected: 0
MPLS P2MP TE tunnel head: 0
MPLS P2MP TE tunnel midpoint/tail: 0
MPLS P2MP MLDP tunnel head: 0
MPLS P2MP MLDP tunnel midpoint/tail: 0

Forwarding updates:
messages: 2

p2p updates: 4
Labels in use:

Reserved: 4
Lowest: 0
Highest: 13
Deleted stale label entries: 0

Pkts dropped: 0
Pkts fragmented: 0
Failed lookups: 0

次に、show mpls forwarding summaryコマンドで no-countersを指定した場合の出力
例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls forwarding summary no-counters
Forwarding entries:

Label switching: 0, protected: 0
MPLS TE tunnel head: 0, protected: 0
MPLS TE midpoint: 0, protected: 0
MPLS TE internal: 0, protected: 0
MPLS P2MP TE tunnel head: 0
MPLS P2MP TE tunnel midpoint/tail: 0
MPLS P2MP MLDP tunnel head: 0
MPLS P2MP MLDP tunnel midpoint/tail: 0

Forwarding updates:
messages: 2

p2p updates: 4
Labels in use:

Reserved: 4
Lowest: 0
Highest: 13
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Deleted stale label entries: 0

次に、show mpls forwarding summaryコマンドで privateを指定した場合の出力例を
示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls forwarding summary private
Forwarding entries:

Label switching: 0, protected: 0
MPLS TE tunnel head: 0, protected: 0
MPLS TE midpoint: 0, protected: 0
MPLS TE internal: 0, protected: 0
MPLS P2MP TE tunnel head: 0
MPLS P2MP TE tunnel midpoint/tail: 0
MPLS P2MP MLDP tunnel head: 0
MPLS P2MP MLDP tunnel midpoint/tail: 0

Forwarding updates:
messages: 2

p2p updates: 4
Labels in use:

Reserved: 4
Lowest: 0
Highest: 13
Deleted stale label entries: 0

Path count:
Unicast: 0

Pkts dropped: 0
Pkts fragmented: 0
Failed lookups: 0
fwd-flags: 0x5, ttl-expire-pop-cnt: 0

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 3 : show mpls forwarding summary Field Descriptions

説明フィールド

ラベルスイッチングラベル転送情報ベース（LFIB）の転送エントリの
数。

ラベルスイッチング

MPLS TEトンネルヘッド上の転送エントリ（入力 LSRでインストール
済み）の数。

MPLS TE tunnel head

BCDLメカニズムを使用した LSD（RP/DRP）から LFIB/MPLS
（RP/DRP/LC）への転送更新。更新の合計数および BCDLメッセージ
の合計数を示しています。

Forwarding updates

使用中のローカルラベル（LFIBでインストール済み）。通常は（アプ
リケーションによって割り当てられた）使用中の最低および最高のラベ

ルが示されます。さらに、explicit-nullv4や explicit-nullv6のような予約
済みのラベルがフォワーディングプレーンにインストールされます。

ラベル範囲は 0～ 15です。

Labels in use
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show mpls interfaces
MPLSに設定した 1つ以上のインターフェイスに関する情報を表示するには、XR EXECモー
ドで show mpls interfacesコマンドを使用します。

show mpls interfaces [type interface-path-id] [location node-id ] [detail]

構文の説明 （任意）インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンライ
ンヘルプ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されている可能性があるすべてのインターフェ

イスのリストを表示するには、show interfacesコマンドを使用し
ます。

（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプ
を参照してください。

interface-path-id

（任意）指定したノードのハードウェアリソースカウンタを表示します。location node-id

（任意）指定したノードの詳細情報を表示します。detail

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース6.0

使用上のガイドライン このコマンドを使用すると、特定のインターフェイスまたはMPLSの設定に使用されるすべて
のインターフェイスについてのMPLS情報が表示されます。

タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みmpls-te

読み取り、書き込みmpls-ldp

読み取り、書き込みmpls-static

例 次に、show mpls interfacesコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls interfaces
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Interface LDP Tunnel Static Enabled
-------------------------- -------- --------

-------- --------
HundredGigE0/2/0/0 No No No Yes

HundredGigE0/2/0/3 No No No
Yes

HundredGigE0/2/0/10 No No No Yes
TenGigE0/2/0/2/3 No No No

Yes
TenGigE0/2/0/2/2 No No No Yes

TenGigE0/2/0/2/1 No No No
Yes

TenGigE0/2/0/2/0 Yes No No Yes
TenGigE0/4/0/0/0 No No No

Yes
TenGigE0/4/0/16/0 No No No Yes

TenGigE0/4/0/12/3 No No No
Yes

TenGigE0/4/0/12/2 No No No Yes
TenGigE0/4/0/12/1 No No No

Yes
TenGigE0/4/0/12/0 Yes No Yes Yes

TenGigE0/4/0/0/3 No No No
Yes

TenGigE0/4/0/0/2 No No No Yes
TenGigE0/4/0/0/1 Yes No Yes

Yes
HundredGigE0/7/0/29 No No No Yes

HundredGigE0/7/0/35 No No No
Yes

Bundle-Ether1 Yes No No Yes
Bundle-Ether2 No No No

Yes
Bundle-Ether3 No No No Yes

Bundle-Ether4 No No No
Yes

Bundle-Ether5 No No No Yes
Bundle-Ether6 Yes No No

Yes
Bundle-Ether7 No No No Yes

Bundle-Ether8 Yes No No
Yes

この表に、表示例の重要なフィールドを示します。

表 4 : show mpls interfacesコマンドフィールドの説明

説明フィール

ド

LDPラベルの状態。LDP

LSPトンネルラベルの状態。Tunnel

ラベル付きパケットのMTU5MTU

このインターフェイスにインストールされているカプセル化スイッチングチェー

ン。

Caps
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説明フィール

ド

MPLSスイッチングカプセル化およびスイッチングチェーンがインストールされ
ていて、MPLSトラフィックを切り替える準備ができています。

M

5 MTU =最大伝送ユニット
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show mpls label range
パケットインターフェイスで使用するために利用可能なローカルラベルの範囲を表示するに

は、XR EXECモードで show mpls label rangeコマンドを使用します。

show mpls label range

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン show mpls label rangeコマンドを使用して、デフォルトの範囲とは異なるローカルラベルの範
囲を設定できます。

タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みmpls-te

読み取り、書き込みmpls-ldp

読み取り、書き込みmpls-static

例 次に、show mpls label rangeコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls label range

Range for dynamic labels: Min/Max: 16000/144000

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 5 : show mpls label rangeコマンドフィールドの説明

説明フィールド

ローカルラベルで許容される最小および最大の範囲（デフォルトの

範囲とは異なります）。

Range for dynamic labels
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show mpls label table
MPLSラベルテーブルに含まれているローカルラベルを表示するには、XREXECモードで show
mpls label tableコマンドを使用します。

show mpls label table table-index [application application] [label label-value] [summary] [detail]

構文の説明 表示するラベルテーブルのインデックス。グローバルラベルテーブ

ルは 0です。現在指定できるのはテーブル 0だけです。
table-index

（任意）選択されたアプリケーションが所有するすべてのラベルを表

示します。オプションは、bgp-ipv4、bgp-spkr、bgp-vpn-ipv4、
internal、ldp、none、l2vpn、static、te-control、te-link、および test
です。

application application

（任意）ラベルの値に基づいて選択したラベルを表示します。範囲は

0～ 1048575です。
label label-value

（任意）ローカルラベルのサマリーを表示します。summary

（任意）MPLSラベルテーブルの詳細情報を表示します。detail

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン ラベル 16～ 15999はスタティックレイヤ 2 VPN疑似配線用に予約されています。

タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みmpls-te

読み取り、書き込みmpls-ldp

読み取り、書き込みmpls-static

例 次に、show mpls label tableコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls label table 0
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Table Label Owner State Rewrite
----- ------- ---------- ------ -------
0 0 LSD InUse Yes
0 1 LSD InUse Yes
0 2 LSD InUse Yes
0 3 LSD InUse Yes
0 16 TE-Link InUse Yes

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 6 : show mpls label tableコマンドフィールドの説明

説明フィール

ド

テーブル ID。Table

ラベルインデックス。Label

ラベルを割り当てたアプリケーション。「InUse」状態と表示されるラベルにはす
べて所有者がいます。

Owner

InUse

アプリケーションによってラベルが割り当てられ、使用されています。

Alloc

アプリケーションによってラベルが割り当てられていますが、まだ使用中で

はありません。

Pend

ラベルを使用していたアプリケーションが予期せず終了しましたが、そのア

プリケーションによってラベルがまだ再利用されていません。

Pend-S

ラベルはアプリケーションによって使用されていましたが、MPLS LSD（ラ
ベルスイッチングデータベース）サーバが再起動した直後であるため、アプ

リケーションがラベルを再要求していません。

State

開始された書き換えの数。Rewrite
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show mpls lsd applications
MPLSラベルスイッチングデータベース（LSD）サーバに登録されているMPLSアプリケー
ションを表示するには、XREXECモードで show mpls lsd applicationsコマンドを使用します。

show mpls lsd applications [application application]

構文の説明 （任意）選択されたアプリケーションが所有するすべてのラベルを表

示します。オプションは、bgp-ipv4、bgp-spkr、、internal、ldp、
none、、static、te-control、te-link、および testです。

application application

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン MPLSアプリケーションには、トラフィックエンジニアリング（TE）制御、TEリンク管理、
およびLabelDistribution Protocol（LDP）などが含まれます。アプリケーションの機能を正常に
動作させるには、アプリケーションをMPLSLSDに登録する必要があります。すべてのアプリ
ケーションがクライアントですが（ show mpls lsd clients（39ページ）を参照）、すべてのク
ライアントがアプリケーションとは限りません。

タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みmpls-te

読み取り、書き込みmpls-ldp

読み取り、書き込みmpls-static

例 次に、show mpls lsd applicationsコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls lsd applications

Type State RecoveryTime Node
------------ -------- ------------ ------------
LDP Active 300 0/0/CPU0
TE-Control Active 100 0/0/CPU0
TE-Link Active 600 0/0/CPU0
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次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 7 : show mpls lsd applicationsコマンドのフィールドの説明

説明フィールド

LSDアプリケーションのタイプ。タイプ

（Type）

Active

アプリケーションがMPLS LSDに登録されており、正常に機能していま
す。

Recover

アプリケーションがMPLS LSDに登録されており、再起動後に回復中で
す。この状態では、RecoveryTime値によってアプリケーションがアク
ティブになるまでに、あと何秒残っているかが示されます。

Zombie

予期しない終了の後にアプリケーションが再登録されていません。この

場合、RecoveryTime値によってMPLSLSDがアプリケーションを破棄す
るまでに、あと何秒残っているかが示されます。

State

MPLS LSDがアプリケーションを破棄または再開するまでの残りの秒数。RecoveryTime

標準の rack/slot/module表記で表されたノード。Node
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show mpls lsd clients
MPLSラベルスイッチングデータベース（LSD）サーバに接続されているMPLSクライアン
トを表示するには、XR EXECモードで show mpls lsd clientsコマンドを使用します。

show mpls lsd clients

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン MPLSクライアントには、トラフィック処理（TE）制御、TEリンク管理、ラベル配布プロト
コル（LDP）、およびBulk Content Downloader（BCDL）Agentが含まれます。すべてのクライ
アントがアプリケーションとは限りませんが（show mpls lsd applicationsコマンドを参照）、
すべてのアプリケーションがクライアントです。

タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みmpls-te

読み取り、書き込みmpls-ldp

読み取り、書き込みmpls-static

例 次に、show mpls lsd clientsコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls lsd clients

Id Services Node
-- -------------------- ------------
0 BA(p=none) 0/0/CPU0
1 A(TE-Link) 0/0/CPU0
2 A(LDP) 0/0/CPU0
3 A(TE-Control) 0/0/CPU0

次の表に、この出力で表示される重要なフィールドの説明を示します。
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表 8 : show mpls lsd clientsコマンドのフィールドの説明

説明フィール

ド

クライアント ID番号。Id

A（xxx）はこのクライアントがアプリケーションであることを表します（xxxは
アプリケーション名です）。BA（yyy）はこのクライアントが BCDL Agentであ
ることを表します（yyyは専門データです）。システムの状態によって、BCDL
Agentクライアントが複数存在することもあります（これは通常のことです）。

Services

標準の rack/slot/module表記で表されたノード。ノード
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show mpls lsd forwarding labels
LSDラベルの RPF情報を表示するには、XR EXECモードで show mpls lsd forwarding labels
コマンドを使用します。

show mpls lsd forwarding [labels low-value high-value ] [location node-id ]

構文の説明 （任意）エントリにローカルラベル範

囲を付加します。low-valueの範囲と、
high-valueの範囲は両方とも 0 1048575
です。

labels low-value high-value

指定されたノードのハードウェアリ

ソースカウンタを表示します。

location node-id

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース
6.0

使用上のガイドライン 説明する任意のキーワードと引数によってMPLSラベルセキュリティ情報が表示されます。

タスク ID 動作タスク ID

読み取

り

mpls-te

読み取

り

mpls-ldp

読み取

り

mpls-static

例 次に、show mpls lsd forwarding labelsコマンドと特定の場所による出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls lsd forwarding labels 1 13 detail location 0/1/CPU0
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show mpls lsd forwarding summary
LSDラベルのRPF情報を表示するには、XREXECモードで show mpls lsd forwarding summary
コマンドを使用します。

show mpls lsd forwarding summary [location node-id ]

構文の説明 指定されたノードのハードウェアリソースカウ

ンタを表示します。

location node-id

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース6.0

使用上のガイドライン 説明する任意のキーワードと引数によってインターフェイスラベルのセキュリティ情報を表示

できます。

タスク ID 動作タスク ID

読み取

り

mpls-te

読み取

り

mpls-ldp

読み取

り

mpls-static

例 次に、show mpls lsd forwarding summaryコマンドと特定の場所による出力例を示しま
す。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls lsd forwarding summary location 0/1/CPU0
Interface IFH MTU Flags Type
-------------- ---------- ----- ---------- ----------
FI0/1/CPU0 0x02000080 8000 0x01000000 0x0000001b
tt1 0x08000320 1500 0x01000000 0x00000024
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show mpls traffic-eng fast-reroute database
Fast Reroute（FRR）データベースの内容を表示するには、XR EXECモードで show mpls
traffic-eng fast-reroute databaseコマンドを使用します。

show mpls traffic-eng fast-reroute database [ip-address ] [ip-address /length] [afi-all { safi-all |
unicast}{ip-address ip-address/length}] [backup-interface] [tunnel tunnel -id] [unresolved]
[interface type interface-path-id] [ipv4 { safi-all | unicast}{ip-address ip-address/length}] [labels
low-number high-number] [state {active | complete | partial | ready}] [role {head | midpoint}]
[summary] [location node-id ]

構文の説明 （任意）宛先ネットワークの IPアドレス。ip-address

（任意）IPアドレスの、サブネットアドレスに使用されている部分を示す
ビットの組み合わせ。

ip-address/length

（任意）指定したすべてのアドレスファミリ IDのデータを戻します。afi-all

（任意）すべてのサブアドレスファミリ IDのデータを戻します。safi-all

（任意）ユニキャストデータだけを戻します。unicast

（任意）指定したバックアップインターフェイスを持つエントリを表示し

ます。

backup-interface

（任意）このラベルが付いたパケットの宛先となるトンネルおよびトンネ

ル ID。summaryサブオプションが利用可能です。

tunnel tunnel-id

（任意）バックアップインターフェイスが完全に解決されていないエント

リを表示します。

unresolved

（任意）このプライマリ発信インターフェイスを持つエントリを表示しま

す。summaryキーワードが利用可能です。

interface

（任意）インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンライ
ンヘルプ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されている可能性があるすべてのインターフェ

イスのリストを表示するには、show interfacesコマンドを使用し
ます。

（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプ
を参照してください。

interface-path-id

（任意）IPv4データだけを表示します。ipv4
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（任意）このルータによって割り当てられた内部ラベルを持つデータベー

スエントリを表示します（ローカルラベル）。開始値または値の範囲を指

定します。stateサブオプションが利用可能です。

labels

（任意）エントリの状態に応じてデータベースをフィルタリングします。

active

FRR書き換えが転送アクティブデータベースに存在します（ここでは
FRR書き換えを適切な着信パケットに配置できます）。

complete

FRR書き換えが作成され、準備が完了しているかアクティブになって
います。

partial

FRR書き換えは完成していますが、バックアップルーティング情報が
未完成です。

ready

FRR書き換えは作成されていますが、転送アクティブ状態になってい
ません。

state

（任意）トンネルheadまたはトンネルmidpointと関連付けられているエン
トリを表示します。summaryサブオプションが利用可能です。

role

（任意）FRRデータベースのサマリー情報を表示します。summary

（任意）指定したノードのハードウェアリソースカウンタを表示します。location node-id

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース6.0

タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-te

例 次に、show mpls traffic-eng fast-reroute databaseコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng fast-reroute database
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Status Count
---------- ----------
Active 0
Ready 10000
Partial 0
IGP 0

Prefixフィールドは、このラベルを持つパケットの先頭に付加される IPアドレスを示
します。

（注）

次の出力例は、backup-interfaceキーワードを使用した FRRデータベースのフィルタ
リングを示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng fast database backup-interface

LSP midpoint FRR information:
LSP Identifier Out Intf/ FRR Intf/ Status

Label Label
----------------------------- ---------------- ---------------- -------
10.10.10.10 1006 [54] Gi0/6/5/2:Pop tt1060:Pop Ready

次の出力例は、プライマリ発信インターフェイスによってフィルタリングされる FRR
データベースを表示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng fast-reroute database interface bundle-ether
12

LSP midpoint FRR information:
LSP Identifier Local Out Intf/ FRR Intf/ Status

Label Label Label
----------------------------- ------ ---------------- ---------------- -------
11.255.255.1 128 [145] 24001 BE12:Pop tt65001:Pop Ready
11.255.255.1 3174 [112] 24002 BE12:Pop tt65001:Pop Ready
11.255.255.1 1443 [121] 24003 BE12:Pop tt65001:Pop Ready
11.255.255.1 3009 [121] 24005 BE12:Pop tt65001:Pop Ready
11.255.255.1 10 [157] 24006 BE12:Pop tt65001:Pop Ready
11.255.255.1 63 [147] 24007 BE12:Pop tt65001:Pop Ready
11.255.255.1 4848 [120] 24010 BE12:Pop tt65001:Pop Ready
11.255.255.1 292 [144] 24011 BE12:Pop tt65001:Pop Ready
11.255.255.1 1455 [131] 24012 BE12:Pop tt65001:Pop Ready
11.255.255.1 2932 [116] 24013 BE12:Pop tt65001:Pop Ready
11.255.255.1 2967 [146] 24014 BE12:Pop tt65001:Pop Ready
11.255.255.1 6 [167] 24016 BE12:Pop tt65001:Pop Ready
11.255.255.1 98 [159] 24017 BE12:Pop tt65001:Pop Ready
11.255.255.1 2985 [131] 24018 BE12:Pop tt65001:Pop Ready
11.255.255.1 334 [132] 24019 BE12:Pop tt65001:Pop Ready
11.255.255.1 160 [140] 24020 BE12:Pop tt65001:Pop Ready
11.255.255.1 4935 [123] 24021 BE12:Pop tt65001:Pop Ready

次の出力例は、ヘッドとしての役割を持つ FRRデータベースのサマリーを表示しま
す。
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RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng fast-reroute database role head summary

Status Count
---------- ----------
Active 0
Ready 3
Partial 0

次の出力例は、ミッドポイントとしての役割を持つFRRデータベースのサマリー情報
を表示します。

RP/0/RP0/cpu 0: routerr# show mpls traffic-eng fast-reroute database role midpoint summary

Status Count
------- -----
Active 0
Ready 2
Partial 0

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 9 : show mpls traffic-eng fast-reroute databaseコマンドフィールドの説明

説明フィールド

トンネルインターフェイスの

省略名。

トンネル
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説明フィールド

Out interface

トラフィックが保護された

リンクに移動するときに使

用される物理インターフェ

イスの短い名前。

Out label

トンネルヘッドでは、こ

れはトンネルの宛先デバイ

スがアドバタイズするラベ

ルです。値「Unlabeled」
はこのようなラベルがアド

バタイズされていないこと

を示します。

トンネルミッドポイント

では、これはネクスト

ホップデバイスによって

選択されたラベルです。値

「Pop Label」はネクスト
ホップがトンネルの最終

ホップであることを示しま

す。

Out intf/label

Fast reroute interface

バックアップトンネルの

インターフェイス。

Fast reroute label

トンネルヘッドでは、宛

先ネットワークを示すため

にトンネルテールで選択

されたラベルです。値

「Unlabeled」はラベルが
アドバタイズされていない

ことを示します。

トンネルミッドポイント

では、Out labelと同じ値に
なります。

FRR intf/label

書き換えの状態：partial、
ready、active

ステータス（Status）

MPLSフォワーディングコマンド
47

MPLSフォワーディングコマンド
show mpls traffic-eng fast-reroute database



show mpls traffic-eng fast-reroute log
Fast Reroute（FRR）イベントの履歴を表示するには、XR EXECモードで show mpls traffic-eng
fast-reroute logコマンドを使用します。

show mpls traffic-eng fast-reroute log [interfacetypeinterface-path-id | location node-id]

構文の説明 （任意）指定の保護されたインターフェイスの FRRイベントをすべて表示
します。

interface

（任意）インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンライ
ンヘルプ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されている可能性があるすべてのインターフェ

イスのリストを表示するには、show interfacesコマンドを使用し
ます。

（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプ
を参照してください。

interface-path-id

（任意）指定のノードで発生した FRRベントをすべて表示します。location node-id

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード XR EXECモード

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース6.0

使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

タスク ID 動作タスク
ID

読み取

り

mpls-te

例 次に、show mpls traffic-eng fast-reroute logコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show mpls traffic-eng fast-reroute log

Location Protected When Switching Time
Interface (usec)
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-------- ---------------------- ---------------------- --------------
0/RP0/CPU0 BE12 Jan 31 15:42:12.723782 0
0/RP0/CPU0 BE12 Jan 31 16:27:32.419837 0
0/RP0/CPU0 BE12 Jan 31 18:31:55.019120 0

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 10 : show mpls traffic-eng fast-reroute logコマンドのフィールドの説明

説明フィールド

ノードのアドレス。ノード

保護されているタイプとインターフェイスパス ID。Protected Interface

保護されている各インターフェイスと関連付けられた LSP6。LSP

LSPで開始された書き換え数。Rewrites

インターフェイスが保護された日付。When

保護されたインターフェイスを切り替えるのに必要な時間（マイクロ秒単

位）。

Switching Time

6 LSP =リンクステートパケット。
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